
令和６年度以降のモニタリングや専門家の分析等の方向性について

● 新型コロナの定点医療機関当たり患者報告数は、他の感染症と同様に毎週木曜日に

健康安全研究センターHPで公表

● 新型コロナに係る情報は、当面の間(※2)「新型コロナ情報」(※3)として毎週金曜日に発行

● 新型コロナの感染動向を踏まえ、減衰振動(※1)への移行状況などきめ細かく確認

● 新型コロナを含む感染症全般について、情報共有や臨床現場の状況共有

● 状況に応じて都民への情報発信について助言

モニタリング及び分析の目的

モニタリング 専門家による分析

項目を整理し 継 続 必要に応じて 継 続

感染状況等のモニタリングと専門家による分析

モニタリング分析資料

令和６年３月28日(木)で 終 了

資料の公表

(※3)「インフルエンザ情報」と類似の内容を想定

(※2) 令和7年3月末を目途。その後の対応については、専門家の意見等を踏まえて改めて判断

(※1) 時間の経過と共に振幅が減少していく振動

資料２
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